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「重量衝撃源 変化による床衝撃音遮断性能「重量衝撃源の変化による床衝撃音遮断性能の
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対する居住者反応・トラブルの発生状況に関する

調査」
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調査の概要

(イ) 衝撃源と床衝撃音遮断性能の調査
(ロ) 性能別床構造仕様の整理(ロ) 性能別床構造仕様の整理
(ハ) 音環境の問題整理
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2章 衝撃源と床衝撃音遮断性能及び
性能別床構造仕様の整理性能別床構造仕様の整理
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流れと着眼点：床構造の線形性、実衝撃源の流れ 着眼点 床構造 線形性、実衝撃源
衝撃力特性，伝達系の変化

 
 衝撃力特性(1) 
 の衝撃源      実験室の試験床  性能変化の原因    補正法，読み

           乾式二重床構造  となるパラメー    替えのための 
 衝撃力特性(2)    (仕様の変化)   ターの抽出      データ収集 
 の衝撃源
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壁式構造試験装置平面図及び断面図壁式構造試験装置平面図及び断面図
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試験体概要例試験体概要例

試験体 1 断面仕様変化

   

断面仕様変化
・乾式二重床構造の

面材密度
試験体 2 ・試験体周囲の隙間

の程度
空気層内の吸音材

   

試験体 3 

・空気層内の吸音材
（グラスウール）の
有無
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試験体 4 

有無
・空気層厚さ（支持脚

長さ）

10
8

10
8

を変化させた
４９種類とした。
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測定ブロックダイアグラム測定ブロックダイアグラム
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乾式二重床上加振点乾式二重床上加振点
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床衝撃音レベル測定結果例(タイヤ)床衝撃音レベル測定結果例(タイヤ)
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基本パタ ン 最も性能のよかった
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床衝撃音レベル測定結果例(ボール)床衝撃音レベル測定結果例(ボール)
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基本パタ ン 最も性能のよかった
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床衝撃音レベル測定結果例(タッピング)床衝撃音レベル測定結果例(タッピング)
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基本パタ ン 最も性能のよかった
パターン



タイヤとボ ルの衝撃力特性タイヤとボールの衝撃力特性
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衝撃源変化時の床衝撃音レベル差
(タイヤ衝撃源－ボール衝撃源)

20

○：スラブ素面加振時の床衝撃音レベル差
●：衝撃力暴露レベルの差

10
差

(
d
B
)

0

レ
ベ

ル
差

-10

31.5 63 125 250 500

オクターブバンド中心周波数(Hz)

13



スラブ速度レベル測定結果例
(タイヤS7加振)
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二重床内部音圧レベル測定結果例
(タイヤS7加振)
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支持脚下衝撃力測定結果例
(タイヤS7加振)
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3章 音環境の問題整理
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音に関する民事訴訟の判例分析音に関する民事訴訟の判例分析

(1)対象とした訴訟事件の発生年度別集計(1)対象とした訴訟事件の発生年度別集計
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音に関する民事訴訟の判例分析音に関する民事訴訟の判例分析

(2)訴訟事件の音源別集計(2)訴訟事件の音源別集計 
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音に関する民事訴訟の判例分析音に関する民事訴訟の判例分析

(3)原告の要求内容の集計(3)原告の要求内容の集計
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音に関する民事訴訟の判例分析音に関する民事訴訟の判例分析

(4)訴訟相手(被告)の内訳(4)訴訟相手(被告)の内訳
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音に関する民事訴訟の判例分析音に関する民事訴訟の判例分析

(9)原告の要求内容に対する判決(9)原告の要求内容に対する判決

 
22

20

25

10

17

810

15

20

2 1
3 2

0

5

認
容

一
部

一
部

棄
却

一
部

却
下

一
部

そ
の容部

認
容
、
一
部
棄
却

部
認
容
、
一
部
却
下

却部
棄
却
、
一
部
却
下

下部
認
容
、
一
部
棄
却

の
他

却下 下 却
、
一
部
却
下

22



音に関する民事訴訟の判例分析音に関する民事訴訟の判例分析

(10)訴訟から判決に至るまでの経過年数(10)訴訟から判決に至るまでの経過年数
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